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証券コード2267 
平成25年６月４日 

 

株 主 各 位 
 

東京都港区東新橋１丁目１番19号 
 
 
 

代表取締役会長 堀   澄 也 

 
第61回定時株主総会招集ご通知 

 
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。 

 さて、当社第61回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くだ

さいますようご通知申しあげます。 

 なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネットにより議決権を

行使することができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討く

ださいまして、３ページのご案内に従って議決権をご行使いただきたく、お願い

申しあげます。 

敬 具 

 

記 
 

1. 日  時 平成25年６月25日（火曜日）午前10時（受付開始予定午前９時）

2. 場  所 東京都港区高輪３丁目13番１号 

  グランドプリンスホテル新高輪「飛天」 

3. 株主総会の目的事項 

 報 告 事 項 

 1. 第61期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）事業報告、連結計

算書類ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

 2. 第61期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）計算書類報告の件

 決 議 事 項 

 議  案 取締役15名選任の件 



― 2 ― 

 

4. 招集にあたっての決定事項 

 (1) 議決権行使書またはインターネットにより議決権を行使される際に、議案に

対し賛否の表示をされない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取

り扱います。 

 (2) インターネットにより議決権を行使された株主さまにつきましては、議決権

行使書をご返送いただいた場合でも、インターネットによる議決権行使を

株主さまの意思表示として取り扱います。 

 (3) インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われた

ものを株主さまの意思表示として取り扱います。 

 (4) 議決権行使書は、平成25年６月24日（月曜日）午後５時までに到着するよう

にご返送ください。 

 (5) インターネットによる議決権行使は、平成25年６月24日（月曜日）午後５時

までに完了してください。 

 (6) 株主総会に株主さまご本人がご出席されない場合は、議決権を有する他の

株主さま１名を代理人とすることが可能です。ただし、代理権を証明する書

面のご提出が必要となります。 

以 上 
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 
◎株主総会参考書類および添付書類に修正が生じた場合は、インターネット上の

当社ウェブサイト（http://www.yakult.co.jp）に掲載させていただきます。 

◎資源節約のため、当日ご出席の際には、本招集ご通知をご持参くださいますよ

うお願い申しあげます。 

◎当日は節電のため、軽装（クールビズスタイル）にてご対応させていただきま

すので、ご了承くださいますようお願い申しあげます。株主の皆さまにおかれ

ましても、軽装にてご出席ください。 



― 3 ― 

《議決権行使についてのご案内》 

 

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を、会場受付にご提

出くださいますようお願い申しあげます。 
 
◎当日ご出席願えない場合は、次のいずれかの方法により、議決権を行使するこ

とができます。 
 

1. 議決権行使書の郵送による方法 

同封の議決権行使書用紙に賛否をご記入のうえ、ご返送ください。 

なお、ご押印は不要です。 
 

2. インターネットによる方法 

(1) パソコンをご利用になる場合 

① ｢議決権行使ウェブサイト（http://www.tosyodai54.net)」にアクセス

してください。 

② 議決権行使書用紙に記載の「お願い」をご覧いただき、議決権行使コー

ドおよびパスワードを入力してください。 

③ 画面の案内に従い、議決権を行使してください。 

④ ｢議決権行使ウェブサイト」へのアクセスに際して、電話代等の通信

料金とプロバイダへの接続料金は株主さまのご負担となりますので、

ご了承ください。 

(2) 携帯電話をご利用になる場合 

① 次のサービスがご利用可能であることが必要となります。 

・ｉモード 

・EZweb 

・Yahoo！ケータイ 

(｢ｉモード」は株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ、｢EZweb」はKDDI

株式会社、｢Yahoo！ケータイ」はソフトバンクモバイル株式会社、

｢Yahoo！」は米国Yahoo！Inc.の商標または登録商標です｡） 

② 暗号化通信が可能なSSL通信機能を搭載した機種であることが必要と

なります。 

なお、ご利用に際しては、上記(1)「パソコンをご利用になる場合」と同様

の方法で「議決権行使ウェブサイト（http://www.tosyodai54.net)」に

アクセスのうえ、画面の案内に従い、議決権を行使してください。 

 

インターネットによる議決権行使に関するお問い合わせ先 

株主名簿管理人：東京証券代行株式会社 

電 話 0120-88-0768（フリーダイヤル） 

受付時間 ９：00～21：00 
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(添付書類) 
 

事  業  報  告 

( 平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで) 

 

1. 企業集団の現況に関する事項 

 (1) 事業の経過およびその成果 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界景気の減速に加え、欧州など対

外経済環境を巡る不確実性の高さなど、景気の下振れリスクが存在したものの、

輸出環境の改善や経済・金融対策の効果などを背景に、景気回復へ向かうこと

が期待される状況で推移しました。 

このような状況の中で、当社グループは、事業の根幹であるプロバイオティ

クスの啓発・普及活動を展開し、商品の優位性を訴求してまいりました。また、

販売組織の拡充、新商品の研究開発や生産設備の更新に加え、海外事業や医薬

品事業にも積極的に取り組み、業績の向上に努めました。 

なお、当連結会計年度における乳製品乳酸菌飲料「ヤクルト」をはじめとす

る乳製品の販売本数は、全世界合計で一日当たり平均3,070万本となり、創業

以来初めて、3,000万本を超えることができました。 

この結果、当連結会計年度の連結売上高は319,193百万円（前期比2.1％増）

となりました。利益面におきましては、営業利益は23,068百万円（前期比 

10.8％増)、経常利益は29,424百万円（前期比5.1％増)、当期純利益は16,379

百万円（前期比23.2％増）となりました。 

 

   主な部門別の状況は、次のとおりであります。 

 ＜飲料および食品製造販売事業部門（国内）＞ 

日本国内における乳製品につきましては、当社独自の「乳酸菌 シロタ株」

およびビフィズス菌「Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株」の「価値普及」活動を展開

しました。 

宅配チャネルにおいては、主力商品である乳製品乳酸菌飲料「ヤクルト

400｣「ヤクルト400LT」を中心とした飲用体感促進型普及活動の推進に加え、

昨年１月にリニューアルした「プレティオ」の継続飲用促進および「乳酸菌 

シロタ株」のエビデンス（科学的な根拠）を活用した「価値普及」活動に努め

ました。 

店頭チャネルにおいては、プロモーションスタッフによる「乳酸菌 シロタ

株」のエビデンスを活用した「価値普及」活動を展開するとともに、年間を通

して季節に合わせた店頭フェアを実施し、乳製品乳酸菌飲料「ヤクルト」およ

び「ヤクルトカロリーハーフ」などの売り上げ増大を図りました。 

商品別では、ロングセラー商品である「ジョア」を重点商品として位置づけ、

昨年６月のデザインリニューアル、｢ジョア トロピカルミックス味」などの期

間限定商品やシリーズ初の「ジョア｣（食べるタイプ）の発売、女優の剛力彩芽

さんを起用した広告宣伝の実施など、年間を通してブランドの活性化と売り上

げの増大を図りました。 
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また、ハードタイプヨーグルト「ソフール」については、昨年６月に「ソ

フール元気ヨーグルト」を、９月には期間限定商品として「ソフール マロン

味」を発売するなど、ラインアップの強化を図りました。 

これらにより、乳製品全体では前期を上回る実績となりました。 

一方、ジュース・清涼飲料については、主力ブランドである「タフマン」お

よび「蕃爽麗茶」の消費者キャンペーンを実施し、ブランドの活性化を図りま

した。また、20代から30代の女性向け新ブランド「三つ星Factory」の第１弾

商品として、昨年５月に美容ドリンク「CHOBI（チョビ)」を、首都圏（東京・

神奈川・埼玉・千葉）限定で発売し、新たな顧客層の獲得に努めました。加え

て、昨年７月に「みかん・オレンジミックスジュース｣（125ml）を発売するな

ど、小容量タイプの商品ラインアップを強化し、給食チャネルを中心とした取

引の拡大を図りました。 

しかしながら、これらの取り組みを中心に販売強化に努めたものの、売り上

げの増大には至らず、ジュース・清涼飲料全体では前期を下回る実績にとどま

りました。 

これらの結果、飲料および食品製造販売事業部門（国内）の連結売上高は    

191,849百万円（前期比2.0％増）となりました。 

 

 ＜飲料および食品製造販売事業部門（海外）＞ 

海外につきましては、昭和39年３月の台湾ヤクルト株式会社の営業開始をか

わきりに、現在26の事業所および１つの研究所を中心に、30の国と地域で主と

して乳製品乳酸菌飲料「ヤクルト」の製造、販売を行っており、平成25年３月

の一日当たり平均販売本数は約2,253万本となっています。 

アジア・オセアニア地域では、中国において、｢ヤクルト」の販売本数の増

加が見込まれるため、天津工場（天津ヤクルト株式会社）の生産能力を順次増

強しています。また、広東省の広州ヤクルト株式会社においても平成26年春の

生産開始に向けて第２工場の建設を進めています。 

一方、中国大陸内陸部での販売を強化するため、四川省成都市、重慶市およ

び河南省鄭州市にそれぞれ支店を開設し、店頭チャネルで「ヤクルト」の販売

を開始しました。また、河北省石家荘市、江西省南昌市および吉林省長春市の

店頭チャネルでも「ヤクルト」の販売を開始するなど、販売エリアを順次拡大

しています。 

ベトナムにおいては、ホーチミン市、ハノイ市に続き、昨年９月から同国

第３の都市であるハイフォン市の店頭チャネルで「ヤクルト」の販売を開始し

ました。 

インドネシアにおいては、好調な販売実績に対応するため、東ジャワ州で

第２工場の建設を進めており、本年12月の生産開始を目指しています。 

米州地域では、米国において、昨年７月にカロリー低減タイプの「ヤクルト

ライト」の販売を開始しました。また、当社の「Ｌ.カゼイ・シロタ株（乳酸

菌 シロタ株)」が、米国・食品医薬品局（FDA）のGRAS（食品安全性に関する

審査制度）において、｢GRAS物質（米国において一般に安全と認められる食

品)」としての認証を取得しました。これにより、米国における「ヤクルト」

などのさらなる普及に努めていきます。 
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米州地域各社における売上高などは、現地通貨ベースでは順調に伸長して

いますが、円換算ベースでは、円高による為替相場の変動の影響を受けまし

た。 

ヨーロッパ地域では、ヨーロッパ地域全体の円換算ベースの売上高などが、

円高による為替相場の変動の影響を受けましたが、イタリアやイギリスの販売

実績は堅調に推移しています。 

これらの結果、飲料および食品製造販売事業部門（海外）の連結売上高は    

87,545百万円（前期比10.8％増）となりました。 

 

 ＜医薬品製造販売事業部門＞ 

医薬品につきましては、国内において、がん化学療法剤「エルプラッ

ト」の適正使用をさらに推進するため、医療関係者を対象とした講演会

や医局説明会などを積極的に開催しました。また、XELOXレジメンによる

術後補助化学療法（手術後の再発防止のための化学療法）の啓発と浸透

を図る活動に邁進しました。さらに、本年３月に「小児悪性固形腫瘍」

に対する効能・効果および用法・用量の追加に係る承認を取得したがん

化学療法剤「カンプト」をはじめ、本年２月に「再発又は難治性の悪性

リンパ腫」に対する効能追加が承認された代謝拮抗性抗悪性腫瘍剤「ゲ

ムシタビンヤクルト｣、活性型葉酸製剤「レボホリナートヤクルト」およ

び遺伝子組み換えG-CSF製剤「ノイアップ」のシェアおよび販路拡大に努

め、がん領域に特化した販売活動に力を注ぎ、売り上げの増大を図りま

した。 

一方、研究開発においては、｢カンプト」および「エルプラット」を用いた

FOLFIRINOXレジメンの膵臓がんへの適応拡大や、｢エルプラット」の胃がんへ

の効能追加に向け、臨床試験を進めています。また、プロアクタ社と共同開

発を行っている低酸素活性型プロドラッグ「PR610｣、エテルナゼンタリス社

から導入しているPI3K／Akt阻害剤「ペリフォシン｣、4SC AG社から導入して

いるHDAC阻害剤「レスミノスタット｣、リブテック社との共同開発であるヒト

化モノクローナル抗体プログラム「LIV-2008」などパイプラインの開発を推

進しました。さらに本年３月には、株式会社UMNファーマおよびアピ株式会社

とともに、複数の抗体バイオ後続品の研究開発および商業化を行うことに合

意しました。これらにより、今後、がん領域でのさらなる強固な地位の確立

を目指します。 

海外においては、｢カンプト」の原薬輸出について、欧米を中心に後発薬

への切り替えが進んだため、厳しい状況を強いられました。 

これらの結果、国内における売り上げは、数量ベースでは伸長しているも

のの、昨年４月からの薬価改定による影響を受けて、金額ベースでは前期を

下回りました。また、海外における売り上げも前期を下回る水準となり、医

薬品製造販売事業部門の連結売上高は37,072百万円（前期比5.8％減）とな

りました。 
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 ＜その他事業部門＞ 

その他事業部門には、化粧品の製造販売およびプロ野球興行などがあります。 

化粧品につきましては、基礎化粧品の主力ブランドである「パラビオ｣「リ

ベシィ」および「リベシィホワイト」を中心としたカウンセリング型訪問販売

活動によるお客さまへの「価値普及」活動を継続して展開しました。 

具体策としては、｢パラビオ」シリーズによる高いエイジングコントロール

効果の訴求や「リベシィホワイト」シリーズによる美白ニーズへの対応など、

四半期ごとの重点商品・重点テーマを設定したお客さまづくりに取り組みまし

た。 

また、昨年12月には当社が創業以来培ってきた乳酸菌研究力を活かした「パ

ラビオ」シリーズ最高峰のクリーム「パラビオ ACクリーム サイ」を発売し、

お客さま満足度の向上と実績の拡大を図りました。 

これらにより、化粧品全体としては、ほぼ前期並みの実績となりました。 

一方、プロ野球興行につきましては、東京ヤクルトスワローズがレギュラー

シーズンを３位で終了し、平成23年に続き、クライマックスシリーズ進出を

果たしました。また、神宮球場において各種イベントを実施するとともに、

積極的なファンサービスや情報発信などを行い、入場者数の増大に努めまし

た。 

これらの結果、その他事業部門の連結売上高は17,436百万円（前期比6.2％

減）となりました。 

 

   事業部門別売上高 
 

区    分 
第 60 期 

(23.4.1～24.3.31)

第 61 期 
(当連結会計年度)
(24.4.1～25.3.31)

増     減 

金   額 前 期 比 

 

国   内 188,040百万円 191,849百万円 3,808百万円 2.0％増

海   外 78,995百万円 87,545百万円 8,550百万円 10.8％増

飲 料 お よ び 食 品
製造販売事業部門計 

267,036百万円 279,395百万円 12,358百万円 4.6％増

医 薬 品 製 造 販 売
事 業 部 門

39,373百万円 37,072百万円 △ 2,300百万円 5.8％減

そ の 他 事 業 部 門 18,581百万円 17,436百万円 △ 1,144百万円 6.2％減

（ 調 整 額 ） △ 12,437百万円 △ 14,711百万円 △ 2,273百万円 －

合 計 312,552百万円 319,193百万円 6,640百万円 2.1％増

(注) ｢調整額」は、事業部門間売上高の消去金額です。 
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 (2) 設備投資の状況 

   当連結会計年度の設備投資額は、生産設備の更新を中心に総額33,587百万円

となっています。 

   当社グループは、国内乳製品工場における高品質の追求および生産効率の向

上と生産コストの削減を目的として、平成21年度から平成25年度までを第２期

とした総額約19,400百万円の設備投資を行っています。当期には当社兵庫三木

工場が完成し、昨年12月から全面稼働しました。 

また、グローバルな研究開発競争に打ち勝つ世界トップレベルの研究開発拠

点づくりのため、当社グループ創業80周年にあたる平成27年の完成を目指して、

当社中央研究所に研究棟４棟を新設するなど、総額約24,000百万円の設備投資

計画に着手しました。 

その他、当期に着手した主な設備投資は、中国天津市の工場における生産設

備の増設および広東省での新工場の建設、インドネシア東ジャワ州での新工場

の建設ならびに米国カリフォルニア州での新工場の建設があります。 

 

 (3) 資金調達の状況 

   当連結会計年度は、増資または社債の発行などによる資金の調達は行ってい

ません。 

 

 (4) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況 

① 昨年４月に、北海道支店管内における販売基盤の強化を図るため、稚内ヤク

ルト販売株式会社の全株式を取得したことに伴い、同社は当社の子会社（出

資比率100.0％）となりました。 

② 昨年７月に、高品質の乳製品を安定供給できる生産体制構築のため、株式会

社岡山和気ヤクルト工場（出資比率100.0％）を設立しました。 

 

 (5) 対処すべき課題 

今後の経済の見通しとしましては、輸出環境の改善や各種経済対策の効果な

どを背景に、景気の回復が期待される一方で、海外景気の下振れなどの不安材

料が存在するものと思われます。 

このような経済環境のもと、人々の健康増進に役立つプロバイオティクス分

野の事業の重要性は、ますます高まるものと思われます。 

当社グループは、この分野のリーディングカンパニーとして、引き続き商品

の優位性・安全性を訴求するとともに、多様化したお客さまのニーズにお応え

する機能性豊かな新商品の研究開発に取り組んでまいります。 

そして、ひとりでも多くのお客さまに質の高い商品とサービスをお届けでき

ますよう、当社グループ独自の宅配システムの強化拡大を図りながら、店頭流

通への対応強化、医薬品・化粧品事業の拡大とともに、積極的な国際展開を推

進してまいります。 

加えて、引き続きコンプライアンス経営を推進するとともに、企業の社会的

責任を果たしつつ、経営の効率化と業績の向上に鋭意努力してまいります。 

また、コーポレートスローガン「人も地球も健康に」のもと、地球環境全体

の健康を視野に入れ、すべての事業活動を通じて、世界の人々の健康で楽しい
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生活づくりに貢献していきたいという思いを込め、良き企業市民として歩んで

まいります。 

 

本年は、当社グループが昭和38年に「婦人販売店システム」を導入してから

50年を迎える年となります。この節目の年に、当社グループの宝である「ヤク

ルトレディ」に焦点をあてたヤクルトレディ50周年記念施策を年間を通して展

開します。ひとつには宅配事業を支えているヤクルトレディにあらためて感謝

の意を表し、当社グループの団結を一層深めてまいります。また、ヤクルトレ

ディの魅力や社会的意義をお伝えするとともに、女性中心の組織の利点を活か

したお客さま対応を推進し、お客さまとのコミュニケーション強化や、より強

い絆づくりを目指してまいります。そして、お客さま、ヤクルトレディそれぞ

れの喜びを実現してまいります。 

 

株主の皆さまにおかれましては、何卒一層のご支援とご鞭撻を賜りますよう

お願い申しあげます。 
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 (6) 財産および損益の状況の推移 
 

区    分 
第 58 期 

(21.4.1～22.3.31)
第 59 期 

(22.4.1～23.3.31)
第 60 期 

(23.4.1～24.3.31) 

第 61 期 
(当連結会計年度)
(24.4.1～25.3.31)

売 上 高 290,678百万円 305,944百万円 312,552百万円 319,193百万円

営 業 利 益 18,990百万円 20,401百万円 20,817百万円 23,068百万円

経 常 利 益 24,724百万円 25,788百万円 27,984百万円 29,424百万円

当 期 純 利 益 13,248百万円 13,168百万円 13,291百万円 16,379百万円

１株当たり当期純利益 77.11円 76.55円 77.32円 95.03円

総 資 産 389,891百万円 392,828百万円 397,213百万円 438,175百万円

純 資 産 248,922百万円 250,971百万円 252,242百万円 287,098百万円

 
(注) 1. １株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式総数に基づ

き算出しています。 

2. １株当たり当期純利益は、｢１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会

計基準第２号）および「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針｣ 

(企業会計基準適用指針第４号）に基づき算出しています。 

 

 (7) 重要な子会社の状況 
 

会  社  名 資  本  金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容 

東京ヤクルト販売株式会社 300百万円 100.0％ ｢ヤクルト」などの販売 

株式会社神戸ヤクルト工場 250百万円 100.0％
｢ヤクルト400」などの
ボトリング 

ヤ ク ル ト 商 事 株 式 会 社 30百万円 70.8％
｢ヤクルト」などの販売
用資機材の販売 

株式会社ヤクルトマテリアル 50百万円 100.0％ 香料などの製造販売 

ヤクルトヘルスフーズ株式会社 99百万円 100.0％
保健機能食品、健康補
助食品などの製造販売 

ヤクルトイースト・ロジスティクス株式会社 10百万円 100.0％ ｢ヤクルト」などの輸送 

株 式 会 社 ヤ ク ル ト 球 団 495百万円 80.0％ プロ野球の興行 

メキシコヤクルト株式会社 6.4万メキシコ･ヌエボ･ペソ 61.2％
｢ヤクルト」などの製造
販売 

 
(注) ヤクルト商事㈱に対する当社の出資比率には、当社の子会社を通じての間接所有

分14.2％が含まれています。 
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 (8) 主要な事業内容（平成25年３月31日現在） 

   当社グループは、以下の内容を主な事業としています。 

飲料および食品製造販売事業部門

乳製品乳酸菌飲料、はっ酵乳、ジュース、 

果汁飲料、栄養飲料、コーヒー、 

スポーツ飲料、茶飲料、麵類、健康食品 

医 薬 品 製 造 販 売 事 業 部 門
医療用医薬品、一般用医薬品、試薬、 

医薬品原料 

そ の 他 事 業 部 門 化粧品の製造販売、プロ野球興行 

 

  (9) 主要な営業所および工場（平成25年３月31日現在） 

  ① 当社 
 

本 店 東京都港区東新橋１丁目１番19号 

営 業 所 
北海道支店（札幌市)、東日本支店（東京都千代田区)、 

首都圏支店（東京都中央区)、中日本支店（大阪市)、西日本支店（福岡市) 

工 場 

福島工場（福島市)、茨城工場（茨城県猿島郡)、湘南化粧品工場（藤沢市)､

富士裾野工場（裾野市)、富士裾野医薬品工場（裾野市)、 

兵庫三木工場（三木市)、佐賀工場（神埼市)、熊本工場（熊本市) 

研 究 所 中央研究所（国立市) 
 
(注) 1. 昨年４月に兵庫三木工場を新設しました。 

2. 京都工場は、昨年10月に閉鎖しました。 

3. 福山工場は、昨年11月に閉鎖しました。 
   
  ② 子会社 
 

区  分 子  会  社  名 

国 内 

東京ヤクルト販売株式会社（東京都練馬区)、 

株式会社神戸ヤクルト工場（神戸市)、ヤクルト商事株式会社（東京都港区)､ 

株式会社ヤクルトマテリアル（東京都中央区)、 

ヤクルトヘルスフーズ株式会社（豊後高田市)、 

ヤクルトイースト・ロジスティクス株式会社（茨城県猿島郡)、 

株式会社ヤクルト球団（東京都港区) 

海 外

ア ジ ア ・ 

オセアニア 

香港ヤクルト株式会社（中国)、シンガポールヤクルト株式会社、 

インドネシアヤクルト株式会社、オーストラリアヤクルト株式会社、 

マレーシアヤクルト株式会社、中国ヤクルト株式会社、 

広州ヤクルト株式会社（中国)、上海ヤクルト株式会社（中国)、 

北京ヤクルト販売株式会社（中国)、天津ヤクルト株式会社（中国)、 

インドヤクルト・ダノン株式会社、ベトナムヤクルト株式会社 

米 州 
ブラジルヤクルト商工株式会社、メキシコヤクルト株式会社、 

アメリカヤクルト株式会社 

ヨーロッパ 

ヨーロッパヤクルト株式会社（オランダ)、オランダヤクルト販売株式会社､

ベルギーヤクルト販売株式会社、イギリスヤクルト販売株式会社、 

ドイツヤクルト販売株式会社、オーストリアヤクルト販売株式会社、 

イタリアヤクルト販売株式会社 

   上表の他、国内子会社は44社（計51社)、海外子会社はヤクルト本社ヨーロッ

パ研究所（ベルギー）など６社（計28社） 
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 (10) 使用人の状況（平成25年３月31日現在） 

  ① 企業集団の使用人の状況 
 

区     分 使 用 人 数 
前期末比較 
増   減 

飲 料 お よ び 食 品 製 造 販 売 事 業 部 門 17,856名 873名増 

医 薬 品 製 造 販 売 事 業 部 門 540名 18名増 

そ の 他 事 業 部 門 558名 1名減 

総 務 ・ 経 理 等 の 管 理 部 門 481名 18名減 

合     計 19,435名 872名増 

 
 (注) 使用人数が前期末と比較して872名増加した主な理由は、海外子会社における人数

が増加したことによるものです。 

 

  ② 当社の使用人の状況 
 

区   分 使 用 人 数
前期末比較 
増   減 

平 均 年 齢 平均勤続年数 

男 性 2,332名 ７名増  42歳５か月 18年11か月 

女 性 646名 35名増  37歳０か月 12年11か月 

合計または平均 2,978名 42名増  41歳３か月 17年７か月 

 
 (注) 上表使用人数には、出向者282名および嘱託159名を含みます。 

 

 (11) 主要な借入先（平成25年３月31日現在） 
 

借   入   先 借   入   額 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 32,618百万円 

 
 (12) その他企業集団の現況に関する重要な事項 

   当社とダノン エス・エーは、平成16年３月４日付で戦略提携契約を締結し、

両社の独自の強み、社風およびビジネスモデルを活かした、互恵的かつ協力的

な戦略提携を進め、取締役の相互派遣、プロバイオティクス振興活動および研

究活動ならびにインドおよびベトナムにおける合弁事業を行ってきました。両

社は、同契約の定めにしたがって、同契約の改定に関する協議を真摯に重ねて

きましたが、合意に至ることができませんでしたので、当社は、同契約の定め

にしたがい、本年４月26日付をもって同契約の解除を通知し、これにより同契

約は終了しました。 

 なお、両社は、引き続きプロバイオティクスの普及にともに取り組んでいく

ことの価値を互いに認め、友好的な関係を維持することを希望していたため、

両社の今後の協業関係に関する了解事項を確認した覚書を本年４月26日付で締

結しました。 
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2. 会社の株式に関する事項（平成25年３月31日現在） 

(1) 発行可能株式総数 700,000,000株 

 

(2) 発行済株式総数 175,910,218株（自己株式3,325,027株を含む）

 

(3) 株主数 23,342名 

 

(4) 大株主  
 

株   主   名 持  株  数 持 株 比 率

バークレイズバンクピーエルシー シンガポール ノミニー
ダノン プロバイオティクス プライベート リミテッド

29,930千株 17.3％ 

松 尚 株 式 会 社 11,530千株 6.7％ 

株式会社フジ・メディア・ホールディングス 6,492千株 3.8％ 

エムエルピーエフエス ノミニー・ダノン アジア
ホールディングス プライベート リミテッド

5,282千株 3.1％ 

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託みずほ銀行口 4,957千株 2.9％ 

共 進 会 4,358千株 2.5％ 

ス テ ー ト  ス ト リ ー ト  バ ン ク  ア ン ド
ト ラ ス ト  カ ン パ ニ ー  5 0 5 0 4 1

4,146千株 2.4％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 2,575千株 1.5％ 

キ リ ン ビ バ レ ッ ジ 株 式 会 社 2,458千株 1.4％ 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,186千株 1.3％ 

 
 (注) 1. 上表は、当社株主名簿に基づき作成しています。 

    2. 当社は、自己株式3,325,027株を保有していますが、上表から除いています。 

    3. 持株比率は、自己株式3,325,027株を控除して計算しています。  

    4. 当社は、平成24年12月18日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）によ

り、当社筆頭株主であるダノン エス・エーのグループ会社であり、平成24年

９月30日現在、当社株式35,212千株を保有するダノン アジア ホールディン

グス プライベート リミテッドから、上記35,212千株のうち、ダノン プロ

バイオティクス プライベート リミテッドが29,930千株を、ダノン アジア 

ホールディングス プライベート リミテッドが5,282千株を、それぞれ保有

する旨の報告を受けています。 

    5. みずほ信託銀行㈱退職給付信託みずほ銀行口の持株数4,957千株は、㈱みず

ほ銀行が保有する当社株式を退職給付信託に拠出したものです。 

    6. 共進会は、当社の取引先であるヤクルト販売会社を会員とする持株会です。 
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3. 会社役員に関する事項 

 (1) 取締役および監査役の状況 
 

地    位 氏     名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況 

代表取締役会長CEO 
会 長 執 行 役 員 

堀  澄 也 
 

㈱ヤクルト球団代表取締役オーナー 
一般社団法人全国発酵乳乳酸菌飲料協会会長

代表取締役社長COO 
社 長 執 行 役 員 

根 岸 孝 成 
 

 
 

取 締 役 
副社長執行役員 

 
 
 

川 端 美 博 
 
 
 
 

管理本部長、国際事業本部長 
香港ヤクルト㈱董事長 
中国ヤクルト㈱董事長 
広州ヤクルト㈱董事長 
ヨーロッパヤクルト㈱代表取締役会長 

取 締 役 
専 務 執 行 役 員 

甲 斐 千 束 
 

研究開発本部長、生産本部長 
ヤクルト薬品工業㈱代表取締役社長 

取 締 役 
専 務 執 行 役 員 

根 岸 正 広 
 

食品事業本部長、化粧品事業本部長 
 

取 締 役 
常 務 執 行 役 員 

阪 本 重 善 
 

医薬品事業本部長 
 

取 締 役 
常 務 執 行 役 員 

 

成 田  裕 
 
 

経営サポート本部長 
国際部、提携推進室 
イギリスヤクルト販売㈱代表取締役 

取 締 役 
執 行 役 員 

 

リチャード ホール 
 
 

提携推進室 
ダノン ウォーターズ オブ ジャパン㈱
取締役 

取 締 役 
 
 
 
 
 
 

安 田 隆 二 
 
 
 
 
 
 

一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授 
㈱大和証券グループ本社社外取締役 
㈱ふくおかフィナンシャルグループ社外取締役
㈱福岡銀行社外取締役 
ソニー㈱社外取締役 
ソニーフィナンシャルホールディングス㈱取締役
㈱朝日新聞社社外監査役 

取 締 役 
 
 

福 岡 政 行 
 
 

白鷗大学法学部教授 
東北福祉大学特任教授 
アシスト(ジャパン)の会事務局長 

取 締 役 
 
 

クリスチャン ノイ 
 
 

ダノン エス・エー戦略アドバイザー 
アルク・インターナショナル・グループ 
戦略評議会メンバー 

取 締 役 ベルトランド オースレイ ダノン エス・エー法務担当責任者 

取 締 役 大 関 康 男 水戸ヤクルト販売㈱代表取締役会長 

取 締 役 山 本 公 総 山口県東部ヤクルト販売㈱代表取締役社長 

取 締 役 松 園 直 史 札幌ヤクルト販売㈱代表取締役社長 

常 勤 監 査 役 阿 部 晃 範  

常 勤 監 査 役 山 上 博 資  

監 査 役 奥 平 哲 彦 弁護士 

監 査 役 角 屋 良 平 公認会計士 

監 査 役 谷  川  清十郎 神戸ヤクルト販売㈱代表取締役社長 

監 査 役 小 林 節 子 上越ヤクルト販売㈱代表取締役社長 

監 査 役 吉 田 宏 一 石巻ヤクルト販売㈱代表取締役会長 
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(注) 1. 取締役のうち、安田隆二、福岡政行、クリスチャン ノイおよびベルトランド 

オースレイの４氏は、会社法に定める社外取締役です。 
2. 監査役のうち、奥平哲彦、角屋良平、谷川清十郎および小林節子の４氏は、会

社法に定める社外監査役です。 
3. 監査役のうち、角屋良平氏は、公認会計士の資格を有しており、財務および会

計に関する相当程度の知見を有するものです。 
4. 当社は、奥平哲彦および角屋良平の両氏を㈱東京証券取引所の定めに基づく独

立役員として指定し、同取引所に届け出ています。 
5. 平成24年６月20日開催の第60回定時株主総会において、新たに成田裕、

大関康男、山本公総および松園直史の４氏が取締役に選任され、就任しまし
た。 

6. 平成24年６月20日開催の第60回定時株主総会において、新たに阿部晃範、
山上博資、小林節子および吉田宏一の４氏が監査役に選任され、就任しました。 

7. 平成24年６月20日開催の第60回定時株主総会終結の時をもって、池上昭二、
竹村雅行、荒木敏博および阿部泰久の４氏は、任期満了により取締役を退任し
ました。 

8. 平成24年６月20日開催の第60回定時株主総会終結の時をもって、大坪勝己、
田中竹義、中村輝夫および池田雅彦の４氏は、任期満了により監査役を退任し
ました。 

9. 当事業年度における役員の「地位」および「担当」の変更は、次のとおりです。 
 

内 容
 

氏 名 
変  更  後 変  更  前 変 更 年 月 日 

 
根 岸 孝 成 

 
代表取締役社長COO 
社長執行役員 
 

代表取締役社長COO 
社長執行役員 
管理本部長 

 
平成24年６月20日

 
川 端 美 博 

 
取締役 
副社長執行役員 
管理本部長、国際事業
本部長 

取締役 
副社長執行役員 
国際事業本部長、経営
サポート本部長 

 
平成24年６月20日

 
リチャード ホール 取締役 

執行役員 
提携推進室 

取締役 
 

 
平成24年６月20日

  
10. 当事業年度における役員の「重要な兼職」の変更は、次のとおりです。 

 

内 容
 

氏 名 
変  更  後 変  更  前 変 更 年 月 日 

 
堀  澄 也 

 
一般社団法人全国発酵乳
乳酸菌飲料協会会長 

社団法人全国はっ酵乳
乳酸菌飲料協会理事長 

 
平成24年４月１日

 
リチャード ホール ダノン ウォーターズ

オブ ジャパン㈱取締役
ダノン ウォーターズ 
オブ ジャパン㈱代表取
締役 

 
平成25年２月26日
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11. 当社は、執行役員制度を導入しています。 

なお、平成25年３月31日現在の取締役兼務者以外の執行役員は、次のとおりです。 

地    位 氏     名 担    当 

常務執行役員 椎 野 健 一 生産管理部、開発部、調達部 

常務執行役員 田 中 良 明 法務室、総務部、人事部、人材開発センター

常務執行役員 菊 池 清 隆 直販営業部、物流統括部 

常務執行役員 若 林  宏 企画室、広報室、経理部、情報システム部 

執 行 役 員 田 中 正 喜 販売会社近代化推進室、業務部、宅配営業部

執 行 役 員 
 

石 川 文 保 
 

中央研究所長 
ヨーロッパ研究所、広報室（学術担当） 

執 行 役 員 
 

伊 藤 正 徳 
 

医薬業務部、医薬開発部、 
医薬安全性情報部、富士裾野医薬品工場 

執 行 役 員 
 

平 野  晋 
 

中国ヤクルト㈱董事兼総経理 
国際部 

執 行 役 員 
 

土 井 明 文 
 

兵庫三木工場長 
生産管理部 

執 行 役 員 林 田 哲 哉 化粧品部、湘南化粧品工場 

執 行 役 員 角  邦 男 医薬営業部、医薬学術部、医薬開発部 

執 行 役 員 平 野 宏 一 開発部 

執 行 役 員 南 野 昌 信 中央研究所 

 

(2) 当事業年度に係る取締役および監査役の報酬等の額 

取 締 役 19名 555百万円（うち社外取締役 ５名  35百万円） 

監 査 役 11名 105百万円（うち社外監査役 ５名  28百万円） 
 
(注) 1. 平成20年６月25日開催の第56回定時株主総会において決議された取締役の報酬 

限度額は年額1,000百万円、監査役の報酬限度額は年額120百万円です。 

2. 上記の支給人員には、第60回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役４名

および監査役４名(うち社外監査役１名）が含まれています。 

3. リチャード ホール氏は、第60回定時株主総会終結の時まで社外取締役であった

ため、社外取締役期間の支給額については、区分して記載している社外取締役の

支給額にも含めています。 
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 (3) 社外取締役および社外監査役に関する事項 
 

区分 氏   名 
重 要 な 兼 職 先 と 
当 社 と の 関 係 

当事業年度における 
主 な 活 動 状 況 

社 外 

取締役 

安 田 隆 二 同氏が教授を務める一橋大

学と当社との間には特別の

関係はありません。また、

同氏が社外取締役を務める

㈱大和証券グループ本社、

㈱ふくおかフィナンシャル

グループ、㈱福岡銀行およ

びソニー㈱、同氏が取締役

を務めるソニーフィナンシ

ャルホールディングス㈱な

らびに同氏が社外監査役を

務める㈱朝日新聞社と当社

との間には特別の関係はあ

りません。 

当期開催の取締役会７回す

べてに出席し、議案審議な

どに必要な発言を適宜行っ

ています。 

福 岡 政 行 

 

同氏が教授を務める白鷗大

学および特任教授を務める

東北福祉大学と当社との間

には特別の関係はありませ

ん。また、同氏が事務局長

を務めるアシスト(ジャパ

ン)の会と当社との間には特

別の関係はありません。 

当期開催の取締役会７回す

べてに出席し、議案審議な

どに必要な発言を適宜行っ

ています。 

クリスチャン  ノイ 同氏が戦略アドバイザーを務

めるダノン エス・エーは、

当社の筆頭株主です。また、

同氏が戦略評議会メンバーを

務めるアルク・インターナシ

ョナル・グループと当社との

間には特別の関係はありませ

ん。 

当期開催の取締役会７回の

うち６回に出席し、議案審

議などに必要な発言を適宜

行っています。 

ベルトランド オースレイ 同氏が法務担当責任者を務め

るダノン エス・エーは、当

社の筆頭株主です。 

当期開催の取締役会７回の

うち５回に出席し、議案審

議などに必要な発言を適宜

行っています。 
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区分 氏   名 
重 要 な 兼 職 先 と 
当 社 と の 関 係 

当事業年度における 
主 な 活 動 状 況 

社 外 

監査役 

奥 平 哲 彦 該当事項はありません。 当期開催の取締役会７回およ

び監査役会７回すべてに出席

し、主に弁護士の資格を有す

る者としての専門的見地から

発言を行っています。 

角 屋 良 平 該当事項はありません。 当期開催の取締役会７回のう

ち６回および監査役会７回の

うち６回に出席し、主に公認

会計士の資格を有する者とし

ての専門的見地から発言を行

っています。 

谷  川  清 十 郎 同氏が代表取締役社長を務

める神戸ヤクルト販売㈱

は、当社の取引先です。 

当期開催の取締役会７回およ

び監査役会７回すべてに出席

し、議案審議などに必要な発

言を適宜行っています。 

小 林 節 子 同氏が代表取締役社長を務

める上越ヤクルト販売㈱

は、当社の取引先です。 

平成24年６月20日の就任以

降に開催された取締役会５回

および監査役会５回すべて

に出席し、議案審議などに

必要な発言を適宜行ってい

ます。 
 
(注) 1. クリスチャン ノイおよびベルトランド オースレイの両氏は、居住地が海外で

あることや海外の他社においても役員などを兼務していることもあり、取締役会

への出席が困難な場合があります。当社では、取締役会に出席できない社外取締

役に対しても、事前の資料配布や審議事項に関する意見聴取により、取締役会で

の決議・報告事項に関与できる環境を整えています。また、両氏は海外における

豊富な経営経験を生かし、取締役会以外の場においても、当社の経営に関して、

適宜指摘や助言を行っています。 

2. 当社と各社外取締役および各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づ

き、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しています。当該

契約に基づく賠償責任の限度額は、法令で定める最低責任限度額です。 
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4. 会計監査人の状況 

 (1) 会計監査人の名称 

   有限責任監査法人トーマツ 

 

 (2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 

  ① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等 

     91百万円 
 

※当社と会計監査人との間の監査契約において、｢会社法」に基づく監査と「金融商

品取引法」に基づく監査の監査報酬額を区分しておらず、実質的にも区分できな

いため、上記の報酬額はこれらの合計額を記載しています。 

 

  ② 当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 

     95百万円 
 

※なお、当社子会社で、海外の子会社（26社）については、当社の会計監査人以外

の公認会計士または監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有す

る者を含む）の監査を受けています。 

 

 (3) 非監査業務の内容 

   当社および当社子会社は、会計監査人に対して公認会計士法第２条第１項の

業務以外の業務 (非監査業務）であるISO統合マネジメントシステムに係る助

言指導業務などを委託しています。 

 

 (4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針 

   当社都合の場合のほか、監査役会が、会社法第340条第１項各号に該当する

と判断した場合は、その事実に基づいて当該会計監査人の解任または不再任の

検討を行ったうえで、解任または不再任が妥当と判断したときは、監査役会規

程に則り「会計監査人の解任または不再任」を株主総会の付議事項とすること

を取締役会へ請求し、取締役会はそれを審議します。 
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5. 会社の体制および方針 

 (1) 業務の適正を確保するための体制 

   当社は、会社法および会社法施行規則により、大会社である取締役会設置会

社に義務づけられた内部統制システムの整備について、平成18年５月19日開催

の取締役会において決議しています。また、この決議内容については、社内外

の環境変化などに応じて、適宜見直しを行っており、現在の決議内容は以下の

とおりです。 

 
 
 当社は「私たちは、生命科学の追究を基盤として、世界の人々の健康で楽し

い生活づくりに貢献します」という企業理念のもとで事業活動を推進していく

ものであり、そのために広く社会から信頼される企業として、内部統制機能の

強化・充実を重視した経営を実践していくことが重要であると考えています。 

 この考え方に基づき、内部統制システムの整備状況に関する当社の現状をあ

らためて確認したうえで、内部統制システム構築に関する基本方針を以下のと

おり決議しています。 

 なお、本決議内容は法令の改正・社内外の環境変化などに応じて、適宜見直

しを行い、内部統制システムの更なる強化・充実を図っていきます。 
 
① 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保

するための体制 

・ 当社は、役員および従事者が、企業活動を正しく行うための規範として

｢ヤクルト倫理綱領・行動規準」を制定し、対象者全員にこれを配布し

て内容の周知徹底を図るとともに、コンプライアンスに関する社内研修

を継続的に実施しています。 

・ また、社外の有識者をメンバーとする「コンプライアンス委員会」を定

期的に開催し、当社のコンプライアンス体制の整備に関する助言を受け

ています。 

・ さらに、会社が自ら法令違反を発見して改善する自浄作用を機能させる

ことを目的として内部通報制度を設置しています。 

・ 加えて、当社は企業活動に脅威を与える反社会的勢力との関係を断固と

して遮断、拒絶します。警察など関係機関と平素から緊密な連携を保つ

とともに、社外の有識者を主たる委員とする「企業倫理委員会」により

取引の監視にも努め、反社会的勢力からの不当要求に対しては組織をあ

げて立ち向かい、あらゆる法的対応をとります。 

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

・ 株主総会および取締役会などの議事録については、法令に基づき、適切

に保存しています。 

・ また、文書取扱規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書または電

磁的媒体（以下、文書等という）に記録し、保存することとしています。

・ 取締役および監査役は、常時、これらの議事録・文書等を閲覧できるも

のとしています。 
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・ さらに、文書取扱規程の中では機密保持についても規定し、情報漏洩防

止のための措置をとっています。 

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

・ 組織横断的リスク状況の監視および全社的対応は管理本部が中心となっ

て行い、各部署に関わる業務に付随するリスク管理は当該部署が行うこ

ととしています。 

・ また、突発的に発生する危機に対応するため、社長や本部長が、危機的

事項の内容に応じて設置される各種対策本部の本部長に就任することな

どを規定した「危機管理規程」を定めています。 

・ さらに、お客さまへの安全な商品提供と品質保証体制の確立を目的に

｢品質保証委員会」を設置・開催し、かつ、食品の品質保証に関わる全

社的な統括業務を行う独立した専門部署として「食品品質保証室｣ を設

置しています。 

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

・ 当社は、執行役員制度の導入により、取締役会の意思決定機能および監

督機能の強化を図るとともに業務執行責任を明確化し、それぞれの機能

の効率性を高めています。 

・ また、会社の意思決定方法を「決裁規程」に定めて、重要性に応じた意

思決定を行うとともに、原則として毎週開催する経営政策審議会および

執行役員会を設置して、意思決定の迅速化を図っています。 

・ さらに、業務の効率的な遂行を図ることを目的として、会社の組織機構や

その運営基準を、｢組織規程」および「業務分掌表」に規定しています。 

⑤ 当該株式会社ならびにその親会社および子会社から成る企業集団における

業務の適正を確保するための体制 

・ 子会社については、原則として当社の役員や社員を、当該子会社の役員

として派遣することによって業務の適正の確保に努めています。 

・ また、子会社および関連会社に対して、事前の承認や報告を求める事項

などについて「関係会社管理規程」の中で定めるとともに、当社内に子

会社の管理部署を設置して支援体制を敷くことで、グループ全体の業務

の適正を確保しています。 

・ さらに、当社の内部監査部門（監査室）による監査も実施しています｡ 

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当

該使用人に関する事項 

・ 監査役専従のスタッフとして、会社の業務に精通し、監査役の職務を適

切に補助できる社員を配置しています。組織上、内部監査部門である

｢監査室」とは独立した「監査役付」という立場で、直接監査役の指揮

命令下で業務を行います。 

⑦ 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項 

・ 監査役専従のスタッフの取締役からの独立性を確保するため、当該スタ

ッフは組織上、いずれの部署にも所属せず、取締役の指揮命令下には属

しない立場となっています。 
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・ さらに、その独立性を尊重するため、当該スタッフの人事考課は常勤監

査役が直接行うこととしています。 

⑧ 取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他監査役への報

告に関する体制 

・ 取締役会のほか重要な会議に出席し、随時その議事録を閲覧するほか､

重要な稟議については監査役による確認が行われており、その内容を把

握できるシステムとなっています。 

・ また、内部監査結果についても常に報告がなされているほか、｢取締役

に事業の報告を求め、必要に応じて関係部署、子会社などに報告を求め

る」旨も「監査役監査規程」に明記されています。 

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

・ ｢監査役監査規程」の中で「取締役会のほか重要な会議への出席」｢欠席

時の説明要求や議事録・資料閲覧」｢業務状況調査に必要な文書閲覧・

関係部署への報告要求」｢子会社・関連会社への報告要求、業務・財産

状況調査」の権限を明記し、監査役監査が実効的に行われることを確保

しています。 

・ また、必要に応じて弁護士、公認会計士、コンサルタントなどの外部の

専門家の意見を聴取することができます。 

 

 (2) 剰余金の配当等に関する事項 

  ① 剰余金の配当等の決定に関する方針 

    当社は、株主の皆さまに、より高いレベルで安定的な配当を実施していく

ことを最優先とするため、配当金額のベースを年額20円とし、そのうえで、

将来の事業拡大や収益向上を図るための資金需要および財政状況ならびに当

期の業績などを総合的に勘案して、配当金額を決定しています。 

    一方、内部留保金については、研究開発や海外事業への投資および生産設

備の更新などに充当し、競争力の向上と企業体質の強化に努めていきます。 

  ② 剰余金の配当の状況 

上記の方針に基づき、当期の年間配当金額は、株主の皆さまへの利益還元

を図るため、前期に比べて１株につき１円増配の年額23円としました。すで

に中間配当金11円50銭をお支払いしていますので、当期の期末配当について

は11円50銭とさせていただくことを、平成25年５月10日開催の取締役会で決

議しました。 

    当期に係る剰余金の配当の明細は以下のとおりです。 
 

取締役会決議日 配当金の総額 １株当たり配当額 基  準  日 

平成24年11月９日 1,984百万円 11円50銭 平成24年９月30日 

平成25年５月10日 1,984百万円 11円50銭 平成25年３月31日 

 
(注) 当社は、平成19年６月27日開催の第55回定時株主総会において、取締役会決議に

基づく剰余金の配当等を可能とする定款変更を行っています。 
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連 結 貸 借 対 照 表 
 

(平成25年３月31日現在) 
 

 
資 産 の 部 負 債 の 部 

科     目 金   額 科     目 金   額 
 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受取手形及び売掛金 

商 品 及 び 製 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 及 び 構 築 物 

機械装置及び運搬具 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

そ の 他 

無 形 固 定 資 産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 

185,133 

90,576 

53,169 

7,522 

2,235 

17,677 

7,007 

7,267 

△   323 

253,042 

150,612 

53,126 

36,819 

38,148 

7,591 

11,954 

2,972 

6,302 

4,002 

2,299 

96,127 

87,512 

2,065 

7,073 

△    524 

 

流 動 負 債 

支払手形及び買掛金 

短 期 借 入 金 

1年内返済予定の長期借入金 

リ ー ス 債 務 

未 払 法 人 税 等 

繰 延 税 金 負 債 

賞 与 引 当 金 

工場再編損失引当金 

設 備 支 払 手 形 

そ の 他 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

リ ー ス 債 務 

繰 延 税 金 負 債 

退 職 給 付 引 当 金 

役員退職慰労引当金 

資 産 除 去 債 務 

そ の 他 

 

121,218 

24,371 

16,321 

40,433 

2,687 

2,730 

147 

4,816 

601 

5,221 

23,887 

29,858 

1,802 

4,371 

1,780 

17,010 

348 

856 

3,689 

負 債 合 計 151,077 

純 資 産 の 部 

科     目 金   額 
 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 

為替換算調整勘定 

少 数 株 主 持 分 

 

288,006 

31,117 

41,507 

223,040 

△ 7,658 

△ 26,163 

6,471 

△ 32,634 

25,255 

純 資 産 合 計 287,098 

資 産 合 計 438,175 負債・純資産合計 438,175 
 

(単位：百万円) 
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連 結 損 益 計 算 書 

( 平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで) 

(単位：百万円) 
 

科          目 金          額 

売 上 高  319,193 

売 上 原 価  147,544 

売 上 総 利 益  171,648 

販売費及び一般管理費  148,580 

営 業 利 益  23,068 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 2,124  

受 取 配 当 金 982  

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 2,129  

そ の 他 2,603 7,841 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 720  

支 払 手 数 料 183  

そ の 他 580 1,484 

経 常 利 益  29,424 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 869  

工 場 再 編 損 失 引 当 金 戻 入 額 112  

そ の 他 438 1,420 

特 別 損 失   

固 定 資 産 売 却 損 173  

固 定 資 産 除 却 損 763  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 1,086  

減 損 損 失 450  

そ の 他 434 2,907 

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  27,937 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 8,018  

法 人 税 等 調 整 額 490 8,509 

少数株主損益調整前当期純利益  19,427 

少 数 株 主 利 益  3,048 

当 期 純 利 益  16,379 
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連結株主資本等変動計算書 

( 平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで) 

(単位：百万円) 
 

 株   主   資   本 

 資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

平成24年４月１日残高 31,117 41,290 210,536 △  8,697 274,247

連結会計年度中の変動額   
 

剰 余 金 の 配 当 － － △  3,875 － △  3,875

 
当 期 純 利 益 － － 16,379 － 16,379

自 己 株 式 の 取 得 － － － △     79 △     79

自 己 株 式 の 処 分 － 216 － 1,118 1,334

株主資本以外の項目
の連結会計年度中の
変 動 額 （ 純 額 ) 

－ － － － －

連結会計年度中の 
変 動 額 合 計 

－ 216 12,503 1,038 13,758

平成25年３月31日残高 31,117 41,507 223,040 △  7,658 288,006

 

 
 

 その他の包括利益累計額   

 
その他有価証券
評 価 差 額 金

為替換算調整勘定
その他の包括
利益累計額合計

  

平成24年４月１日残高 511 △ 46,132 △ 45,621 23,616 252,242

連結会計年度中の変動額   
 

剰 余 金 の 配 当 － － － － △  3,875

当 期 純 利 益 － － － － 16,379

自 己 株 式 の 取 得 － － － － △     79

自 己 株 式 の 処 分 － － － － 1,334

株主資本以外の項目
の連結会計年度中の
変 動 額 （ 純 額 ) 

5,960 13,497 19,458 1,638 21,096

連結会計年度中の 
変 動 額 合 計 

5,960 13,497 19,458 1,638 34,855

平成25年３月31日残高 6,471 △ 32,634 △ 26,163 25,255 287,098

少数株主持分 純資産合計
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連 結 注 記 表 
 

(連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等) 
 

1. 連結の範囲に関する事項  

   連結子会社数 79社 

    主要な連結子会社の名称  

東京ヤクルト販売㈱、㈱神戸ヤクルト工場、ヤクルト商事㈱、㈱ヤクルトマテリア

ル、ヤクルトヘルスフーズ㈱、ヤクルトイースト・ロジスティクス㈱、㈱ヤクルト

球団、メキシコヤクルト㈱ 

[新規] ２社   ㈱岡山和気ヤクルト工場   … 新規設立 

稚内ヤクルト販売㈱     … 株式の新規取得 

[除外] ２社   上海ヤクルト販売㈱ 他１社 … 清算等         

        

2. 持分法の適用に関する事項  

   持分法を適用した関連会社数 ４社 

    主要な持分法適用関連会社の名称  

韓国ヤクルト㈱ 

 持分法を適用していない関連会社の武蔵野ヤクルト販売㈱他13社については、当期

純利益（持分に見合う額）および利益剰余金等（持分に見合う額）からみて、いずれ

も小規模であり、全体としても連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、そ

の投資については、原価法により評価しています。また、持分法の適用にあたっては、

各社の最近の事業年度に係る計算書類を使用しています。 

 
3. 連結子会社の事業年度等に関する事項  

   連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりです。 

[国内] ㈱ヤクルト球団 12月31日 

[海外] メキシコヤクルト㈱ 他25社 12月31日 

 連結会計年度末である３月31日までの期間における、連結会社間取引の重要な不一

致および財政状態の重要な変動について必要な修正を行っています。 

 

4. 会計処理基準に関する事項  

   重要な資産の評価基準および評価方法  

     有価証券  

      その他有価証券  

       時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は主として移動平均法により

算定) 

       時価のないもの 主として移動平均法による原価法 

     たな卸資産 主として移動平均法による原価法 

(連結貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法) 
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   重要な減価償却資産の減価償却の方法  

    当社および国内連結子会社  

 有形固定資産（リース資産を除く）

  建物（建物附属設備を除く） 

   平成10年３月31日以前取得 

   平成10年４月１日以降取得 

  その他の有形固定資産 

定率法 

定額法 

定率法 

 主な耐用年数 建物及び構築物   ７～50年 

機械装置及び運搬具 ４～17年 

 

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)  

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、平

成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ

く減価償却の方法に変更しています。 

これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業利益は498百万円増加

し、経常利益および税金等調整前当期純利益は、それぞれ499百万円増加しまし

た。 

 

無形固定資産（リース資産を除く）

 ソフトウェア 

 自社利用のソフトウェア 

 

その他の無形固定資産 

     リース資産 

      所有権移転外ファイナンス・ 

      リース取引に係るリース資産 

 

 

自社における利用可能期間（５年）に基づく

定額法 

定額法 

 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法 

    在外連結子会社  

有形固定資産および無形固定資産 主として定額法 

  主な耐用年数 建物及び構築物   ３～40年 

機械装置及び運搬具 ３～21年 

 

重要な引当金の計上基準  

貸 倒 引 当 金 当社および国内連結子会社は、一般債権については主として

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を勘案し､ 回収不能見込額を計上していま

す。また、在外連結子会社は、主として個別検討による必要

額を計上しています。 

賞 与 引 当 金 当社および主要な連結子会社は、従業員に対する賞与の支給

に備え、その見込額のうち当連結会計年度の費用とすべき額

を見積計上しています。 

工場再編損失引当金 当社は、工場再編に伴い、今後発生することが見込まれる損

失に備えるため、合理的に見積られる額を計上しています。
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退職給付引当金 当社および主要な連結子会社は、従業員の退職給付に備える

ため、当連結会計年度末における退職給付債務および年金資

産の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生してい

ると認められる額を計上しています。 

当社および連結子会社の過去勤務債務については、その発生

時に一括費用処理し、数理計算上の差異については､ 各期の

発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

(10年)による定額法により按分した額をそれぞれ発生時の翌

期から費用処理しています。 

役員退職慰労引当金 主要な連結子会社は、役員の退職慰労金の支給に備えて、内

規に基づく期末要支給額の100％を計上しています。 
 

5. その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

   重要な外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準 

    外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は

損益として処理しています。 

    なお、在外連結子会社等の資産および負債は、在外連結子会社等の決算日の直物為替

相場により円貨に換算し、収益および費用は、期中平均相場により円貨に換算し、換算

差額は純資産の部における少数株主持分および為替換算調整勘定に含めています。 

 

   消費税等の会計処理方法 

    消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しています。 

    なお、未払消費税等は、流動負債の「その他」に含めて表示しています。 

 
 
(連結貸借対照表に関する注記) 
 

1. 担保に供している資産 

建物及び構築物 1,491百万円

土地 4,204百万円

上記資産を１年内返済予定の長期借入金160百万円、長期借入金417百万円の担保に供

しています。 

上記資産のうち、当社の資産には銀行取引に係る根抵当権が設定されていますが、担

保付債務はありません。 

 

2. 有形固定資産の減価償却累計額 156,033百万円
 
 

3. 貸出コミットメント 

 当社は、設備資金の効率的な調達を行うため、取引銀行６行と貸出コミットメント契約

を締結しています。当連結会計年度末における貸出コミットメントに係る借入未実行残高

等は、次のとおりです。 

貸出コミットメントの総額 40,000百万円

借入実行残高 13,000百万円

差引額 27,000百万円
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(連結株主資本等変動計算書に関する注記） 
 

 1. 発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 

(単位：千株) 

 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

  発行済株式     

   普通株式 175,910 － － 175,910 

    合計 175,910 － － 175,910 

  自己株式     

   普通株式(注) 3,831 27 454 3,404 

    合計 3,831 27 454 3,404 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加27千株は、単元未満株式の買い取りおよび子会社所

有の親会社株式の増加によるものです。また、減少454千株は、子会社所有の親会社株式

の売却によるものです。 

 

 2. 配当に関する事項 

    配当金支払額 

決 議 株式の種類
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額（円)

基準日 効力発生日

平成24年５月11日 
取締役会 

普通株式 1,898 11.0 
平成24年 
３月31日 

平成24年 
６月４日 

平成24年11月９日 
取締役会 

普通株式 1,984 11.5 
平成24年 
９月30日 

平成24年 
12月３日 

基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後

となるもの 

決 議 株式の種類 
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額（円)

基準日 効力発生日

平成25年５月10日 
取締役会 

普通株式 1,984 利益剰余金 11.5 
平成25年 
３月31日 

平成25年
６月５日
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(税効果会計に関する注記） 
 

 1. 繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

     繰延税金資産 

  退職給付引当金 6,070百万円

  税務上の繰越欠損金 4,923百万円

  賞与引当金 1,999百万円

  その他 11,179百万円

繰延税金資産小計 24,172百万円

評価性引当額 △ 6,413百万円

繰延税金資産合計 17,758百万円

     繰延税金負債 

在外連結子会社、在外持分法 
適用関連会社の留保利益 

△ 3,129百万円

  土地評価差額 △ 1,714百万円

  その他 △ 5,768百万円

繰延税金負債合計 △10,612百万円

繰延税金資産の純額 7,145百万円

 
 
 2. 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、

当該差異の原因となった主な項目別の内訳 

法定実効税率 38.01％ 

(調整)  

 持分法による投資利益 △  2.90％ 

 交際費等永久に損金に 
 算入されない項目 

2.31％ 

在外連結子会社の税率差異 △  9.08％ 

税額控除 △  1.52％ 

 その他 3.64％ 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 30.46％ 

 



― 31 ― 

(金融商品に関する注記） 
 

 1. 金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

     当社および連結子会社は、主に飲料および食品製造販売事業を行うための設備投資 

計画等に照らして、必要な資金を銀行借入にて調達しています。一時的な余資は、安全

性の高い短期的な預金等に限定して運用し、資金運用を目的とした投機的な取引は行わ

ない方針です。 

  (2) 金融商品の内容およびそのリスクならびにリスク管理体制 

     営業債権である受取手形及び売掛金は、当社および連結子会社の経理規程等社内規程

に従い、取引先ごとの期日管理および残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況

を定期的に把握する体制としています。 

     投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されていますが、主に業務上の

関係を有する企業の株式であり、定期的に把握された時価を取締役会に報告しています。 

     営業債務である支払手形及び買掛金、設備支払手形は、１年以内の支払期日のものです。 

     借入金は、主に設備投資に係る資金の調達を目的としたものです。このうち大部分が

変動金利を利用し、金利の変動リスクに晒されていますが、現在の借入金額と金利市場

の状況に鑑み、デリバティブ取引（金利スワップ取引）等によるリスクヘッジは実施し

ていません。 

     また、営業債務および借入金は、資金調達に係る流動性リスクに晒されていますが、

当社および連結子会社では、各部門からの報告に基づき、経理部および関連部署が適時

に資金繰り計画を作成・更新するなどの方法により管理しています。 

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

     金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的

に算定された価額が含まれています。当該価額の算定においては変動要因を織り込んで

いるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもありま

す。 

 

2. 金融商品の時価等に関する事項 

平成25年３月31日における金融商品の連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額

については次のとおりです。 

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれていませ

ん（(注２)参照)。 
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 (単位：百万円) 

  連結貸借対照表計上額   時価   差額 

(1) 現金及び預金 90,576 90,576 －

(2) 受取手形及び売掛金 53,169  

  貸倒引当金（※１） △    303  

受取手形及び売掛金（純額） 52,866 52,866 －

(3) 投資有価証券   

その他有価証券 48,806 48,806 －

資産計 192,249 192,249 －

(1) 支払手形及び買掛金 24,371 24,371 －

(2) 短期借入金 16,321 16,321 －

(3) 設備支払手形 5,221 5,221 －

(4) 長期借入金（※２） 42,235 42,357 121

負債計 88,150 88,271 121

(※１) 受取手形及び売掛金に対して計上している貸倒引当金を控除しています。 

(※２) １年内返済予定の長期借入金を含めて記載しています。 

 

 (注１) 金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券取引およびデリバティブ取引に関す

る事項 

資 産 

(1)現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっています。 

(3)投資有価証券 

これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所

の価格または取引金融機関から提示された価格によっています。 

負 債 

(1)支払手形及び買掛金、(2)短期借入金、(3)設備支払手形 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっています。 

なお、１年内返済予定の長期借入金については、下記(4)長期借入金と同様

の方法によって時価を算定しています。 

(4)長期借入金 

主たる長期借入金については、借入金利率の改定が３か月以内と短期であ

り、時価が帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。 

ただし、一部の長期借入金の時価については固定金利によっているため、

元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引

いて算定する方法によっています。 

デリバティブ取引 

         該当事項はありません。 

   (注２) 非上場有価証券（連結貸借対照表計上額38,705百万円）は、市場価格がなく、か

つ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極

めて困難と認められるため、｢(3)投資有価証券－その他有価証券」には含めてい

ません。 
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(１株当たり情報に関する注記) 
 
   １株当たり純資産額 1,517円88銭  

   １株当たり当期純利益 95円03銭  

 

(退職給付会計に関する注記) 
 

 1. 採用している退職給付制度の概要 

    当社および主要な連結子会社は、確定給付型の制度として、企業年金制度および退職 

一時金制度を設けています。また、従業員の退職に際して割増退職金を支払う場合があり

ます。 

 

 2. 退職給付債務に関する事項（平成25年３月31日） 

① 退職給付債務 △64,821百万円

② 年金資産 41,490百万円

③ 未積立退職給付債務（①＋②) △23,331百万円

④ 未認識の数理計算上の差異 6,364百万円

⑤ 連結貸借対照表計上純額（③＋④） △16,966百万円

⑥ 前払年金費用 44百万円

⑦ 退職給付引当金（⑤－⑥） △17,010百万円
 

(注) 一部の国内連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり簡便法を採用していま

す。 

 

 3. 退職給付費用に関する事項（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで） 

① 勤務費用 2,362百万円

② 利息費用 1,052百万円

③ 期待運用収益 △   841百万円

④ 数理計算上の差異の費用処理額 1,500百万円

⑤ 退職給付費用(①＋②＋③＋④) 4,074百万円
 

(注) 1. 上記退職給付費用以外に割増退職金149百万円を支払っており、当期の費用

として計上しています。 

   2. 簡便法を採用している国内連結子会社の退職給付費用は「①勤務費用」に

計上しています。 

 

 4. 退職給付債務等の計算基礎に関する事項 

退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

割引率 1.4％

期待運用収益率 2.5％

数理計算上の差異の処理年数 10年

(発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により按分した

額をそれぞれ発生時の翌期から費用処理しています｡） 
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貸 借 対 照 表 
 

(平成25年３月31日現在) 
 (単位：百万円) 

 
資 産 の 部 負 債 の 部 

科     目 金   額 科     目 金   額 
 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

商 品 及 び 製 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

未 収 入 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 

構 築 物 

機 械 装 置 

車 輛 運 搬 具 

工 具 器 具 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

投 資 損 失 引 当 金 

85,194 

11,534 

45,697 

4,497 

1,620 

11,526 

5,479 

2,534 

2,306 

△    3 

202,606 

75,710 

26,081 

2,378 

17,026 

53 

1,311 

18,331 

4,433 

6,094 

5,216 

3,813 

1,402 

121,679 

50,463 

73,343 

2,344 

2,563 

△    68 

△  6,966 

流 動 負 債 

支 払 手 形 

買 掛 金 

短 期 借 入 金 

１年内返済予定の長期借入金 

リ ー ス 債 務 

未 払 金 

未 払 費 用 

未 払 法 人 税 等 

預 り 金 

賞 与 引 当 金 

工場再編損失引当金 

設 備 支 払 手 形 

そ の 他 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

リ ー ス 債 務 

退 職 給 付 引 当 金 

資 産 除 去 債 務 

そ の 他 

 
102,872 

3,187 

17,941 

14,850 

40,001 

1,875 

5,824 

8,978 

881 

936 

3,050 

601 

4,683 

60 

17,056 

6 

2,816 

12,901 

290 

1,041 

負 債 合 計 119,928 

純 資 産 の 部 

科     目 金   額 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金 

利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

特 別 償 却 積 立 金 

固定資産圧縮積立金 

別 途 積 立 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

 
161,768 

31,117 

40,659 

40,659 

97,419 

7,779 

89,640 

333 

1,180 

75,500 

12,626 

△  7,427 

6,103 

6,103 

純 資 産 合 計 167,872 

資 産 合 計 287,801 負債・純資産合計 287,801 
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損 益 計 算 書 

( 平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで) 

(単位：百万円) 
 

科          目 金          額 

売 上 高  174,888 

売 上 原 価  108,168 

売 上 総 利 益  66,720 

販売費及び一般管理費  62,692 

営 業 利 益  4,028 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 11  

受 取 配 当 金 9,371  

為 替 差 益 1,200  

そ の 他 1,022 11,606 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 458  

支 払 手 数 料 183  

そ の 他 239 881 

経 常 利 益  14,753 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 363  

投 資 有 価 証 券 売 却 益 96  

工 場 再 編 損 失 引 当 金 戻 入 額 112 572 

特 別 損 失   

固 定 資 産 売 却 損 35  

固 定 資 産 除 却 損 470  

投 資 損 失 引 当 金 繰 入 額 448  

子 会 社 株 式 評 価 損 639  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 1,086  

そ の 他 190 2,871 

税 引 前 当 期 純 利 益  12,453 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,628  

法 人 税 等 調 整 額 190 1,818 

当 期 純 利 益  10,634 
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株主資本等変動計算書 

( 平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで) (単位：百万円) 

 

 

株主資本 

資本金

資本剰余金 利益剰余金 

資 本 
準備金 

資 本 
剰余金 
合 計 

利 益
準備金

その他利益剰余金 

特別償却
積 立 金

固定資産
圧  縮
積 立 金

固定資産 
圧縮特別 
勘  定 
積 立 金 

別 途 
積立金 

繰越利益
剰 余 金

平成24年４月１日残高 31,117 40,659 40,659 7,779 399 776 233 74,500 6,979

当 期 変 動 額     
 

特 別 償 却 
積 立 金 の 取 崩 

－ － － －△    66 － － － 66
 

固 定 資 産 圧 縮 
積 立 金 の 積 立 

－ － － － － 410 － －△   410
 

固 定 資 産 圧 縮 
積 立 金 の 取 崩 

－ － － － －△     6 － － 6
 

固定資産圧縮特別  
勘定積立金の取崩  

－ － － － － －△   233 － 233

 
別途積立金の積立 

 
－ － － － － － － 1,000 △ 1,000

 
剰 余 金 の 配 当 

 
－ － － － － － － －△ 3,883

 
当 期 純 利 益 

 
－ － － － － － － － 10,634

 
自己株式の取得 － － － － － － － － －

 
株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額) 

－ － － － － － － － －

当期変動額合計 － － － －△    66 404 △   233 1,000 5,647

平成25年３月31日残高 31,117 40,659 40,659 7,779 333 1,180 － 75,500 12,626

 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 

利益剰余金 

自己株式 
株主資本 
合  計 

その他有価 
証   券 
評価差額金 

評価・換算 
差 額 等 
合   計 

利 益 
剰余金 
合 計 

平成24年４月１日残高 90,668 △ 7,421 155,023 238 238 155,261

当 期 変 動 額   
 

特 別 償 却 
積 立 金 の 取 崩 

－ － － － － －
 

固 定 資 産 圧 縮 
積 立 金 の 積 立 

－ － － － － －
 

固 定 資 産 圧 縮 
積 立 金 の 取 崩 

－ － － － － －
 

固定資産圧縮特別  
勘定積立金の取崩 

－ － － － － －

 
別途積立金の積立 

 
－ － － － － －

 
剰 余 金 の 配 当 

 
△  3,883 － △  3,883 － － △  3,883

 
当 期 純 利 益 

 
10,634 － 10,634 － － 10,634

 
自己株式の取得 － △      6 △      6 － － △      6

 
株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額) 

－ － － 5,865 5,865 5,865

当期変動額合計 6,751 △      6 6,745 5,865 5,865 12,610

平成25年３月31日残高 97,419 △ 7,427 161,768 6,103 6,103 167,872
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個 別 注 記 表 

 
(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 
 

1. 資産の評価基準および評価方法  

   有価証券  

    子会社株式および関連会社株式 移動平均法による原価法 

    その他有価証券  

     時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定) 

     時価のないもの 移動平均法による原価法 

   たな卸資産  

    商品・製品・原材料・仕掛品・貯蔵品 移動平均法による原価法 

(貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法) 

  

2. 固定資産の減価償却の方法  

   有形固定資産（リース資産を除く）  

    建物（建物附属設備を除く）  

     平成10年３月31日以前取得 定率法 

     平成10年４月１日以降取得 定額法 

    その他の有形固定資産 定率法 

    主な耐用年数 建物   ７～50年 

 機械装置 ４～17年 

 

   (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

法人税法の改正に伴い、当期から平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。 

これにより、従来の方法に比べて、当期の営業利益は457百万円増加し、経常利益お

よび税引前当期純利益は、それぞれ459百万円増加しました。 

 

   無形固定資産（リース資産を除く） 

    ソフトウェア  

     自社利用のソフトウェア 自社における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法 

    その他の無形固定資産 定額法 

   リース資産  

    所有権移転外ファイナンス・ 

リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零

とする定額法 

 

 3. 引当金の計上基準 

貸 倒 引 当 金 一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上

しています。 
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投資損失引当金 関係会社株式の価値の減少による損失に備えるため、当該会社の

財政状態を勘案して個別検討による必要額を計上しています。 

賞 与 引 当 金 従業員に対する夏季賞与の支給に備え、その見込額のうち当期の

費用とすべき額を見積計上しています。 

工場再編損失引当金 工場再編に伴い、今後発生することが見込まれる損失に備えるた

め、合理的に見積られる額を計上しています。 

退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務お

よび年金資産の見込額に基づき計上しています。 

過去勤務債務については、その発生時に一括費用処理し、数理計

算上の差異については、各期の発生時における従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した

額をそれぞれ発生時の翌期から費用処理しています。 

 4. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

    外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準 

     外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しています。 

 

    消費税等の会計処理方法 

     消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しています。 
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(貸借対照表に関する注記) 
 
 1. 担保に供している資産 

建物 397百万円

土地 2,572百万円

     上記資産に銀行取引に係る根抵当権が設定されていますが、担保付債務はありません。 

 

2. 有形固定資産の減価償却累計額 83,858百万円

  

3. 偶発債務 

  (1) 債務保証 

     下記会社の借入金に対して債務保証を行っています。 

㈱愛知ヤクルト工場 987百万円

インドヤクルト・ダノン㈱ 882百万円

㈱岩手ヤクルト工場 307百万円

ただし、インドヤクルト・ダノン㈱の債務保証については、出資比率（50％）に応じ、

ダノン社が当社に対して上記金額の50％を再保証しています。 

  (2) 連帯債務 

     下記会社の借入金に対して連帯債務を負っています。 

㈱岩手ヤクルト工場 568百万円

ただし、負担割合は借入会社100％とすることで同社と合意しているため、貸借対照

表には連帯債務の金額は計上していません。 

  

4. 貸借対照表に区分掲記した以外の関係会社との間の取引による残高 

短期金銭債権 18,295百万円

短期金銭債務 7,744百万円

長期金銭債権 56百万円

長期金銭債務 170百万円

 

5. 取締役、監査役に対する金銭債権および金銭債務 

長期金銭債務 351百万円

  

6. 貸出コミットメント 

    当社は、設備資金の効率的な調達を行うため、取引銀行６行と貸出コミットメント契約

を締結しています。期末日における貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は、次の

とおりです。 

貸出コミットメントの総額 40,000百万円

借入実行残高 13,000百万円

差引額 27,000百万円
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(損益計算書に関する注記) 
 
 1. 関係会社との取引高 

    営業取引による取引高 

売上高 74,952百万円

仕入高等 28,248百万円

    営業取引以外の取引による取引高 

資産譲渡高 2百万円

資産購入高 72百万円

その他 9,252百万円
 
  

2. 研究開発費の総額 10,760百万円

 

(株主資本等変動計算書に関する注記) 
 
   当期末における自己株式の種類および株式数 

普通株式 3,325,027株

 
(税効果会計に関する注記) 
 
 1.  繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産 

  退職給付引当金 4,638百万円

  委託研究費等 3,361百万円

  賞与引当金 1,159百万円

  その他 8,261百万円

繰延税金資産小計 17,421百万円

評価性引当額 △ 5,327百万円

繰延税金資産合計 12,094百万円

繰延税金負債 

  その他有価証券評価差額金 △ 3,365百万円

  固定資産圧縮積立金 △   654百万円

  その他 △   251百万円

繰延税金負債合計 △ 4,270百万円

繰延税金資産の純額 7,823百万円

 
 
 2.  法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、

当該差異の原因となった主な項目別の内訳 

法定実効税率 38.01％ 

(調整)  

 交際費等永久に損金に 
 算入されない項目 

4.02％ 

 受取配当金等永久に益金に 
 算入されない項目 

△ 25.78％ 

 税額控除 △  3.40％ 

 評価性引当額 1.69％ 

 その他 0.06％ 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 14.60％ 
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(関連当事者との取引に関する注記) 
 

役員及び個人主要株主等 

種類 
会社等の 

名称 

議決権等
の所有(被
所有)割合

(％) 

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高
(百万円)

役員および
その近親者
が議決権の
過半数を所
有している

会社等 

㈱札ヤ 
（注１） 

被所有 
直接0.5 

当社役員およ
びその近親者
が議決権の過
半数を所有し
ている会社 

当社旧札幌工
場跡地の一部
譲渡（注２）

 
売却代金 

 
売却益 

 
 
 
 

20 
 
10 

 
 
 
 
― 
 
― 

 
 
 
 
― 
 
― 

(注１) 当社役員松園直史およびその近親者が議決権の92.2％を直接所有、1.3％を間接所有して

います。 

(注２) 不動産鑑定士の評価額を勘案して決定しています。 

 

(１株当たり情報に関する注記) 
 
   １株当たり純資産額 972円69銭 

   １株当たり当期純利益 61円62銭 
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(退職給付会計に関する注記) 
 
 1. 採用している退職給付制度の概要 

    当社は、確定給付型の制度として、企業年金基金制度を設けています。また、従業員の

退職に際して割増退職金を支払う場合があります。 

 

 2. 退職給付債務に関する事項（平成25年３月31日） 

① 退職給付債務 △57,258百万円

② 年金資産 38,089百万円

③ 未積立退職給付債務（①＋②） △19,169百万円

④ 未認識の数理計算上の差異 6,267百万円

⑤ 退職給付引当金（③＋④） △12,901百万円

 

 3. 退職給付費用に関する事項（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで） 

① 勤務費用 1,740百万円

② 利息費用 980百万円

③ 期待運用収益 △   812百万円

④ 数理計算上の差異の費用処理額 1,491百万円

⑤ 退職給付費用（①＋②＋③＋④） 3,400百万円
 

(注) 上記退職給付費用以外に割増退職金113百万円を支払っており、当期の費用と

して計上しています。 

 

 4. 退職給付債務等の計算基礎に関する事項 

退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

割引率 1.4％

期待運用収益率 2.5％

数理計算上の差異の処理年数 10年

(発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により按分した

額をそれぞれ発生時の翌期から費用処理しています｡) 
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連結計算書類に係る会計監査人監査報告 
 
 

独立監査人の監査報告書 
 

平成25年５月７日
 
株式会社 ヤクルト本社 
 

取 締 役 会 御中 
 

有限責任監査法人トーマツ
 

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 鈴 木 泰 司 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 井 出 正 弘 ㊞

 
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ヤクルト本社の平成

24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連
結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監
査を行った。 
 
連結計算書類に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断
した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計
算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連
結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査
計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。 

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手
続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算
書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、
内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の
作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した
会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。 
 
監査意見 

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して、株式会社ヤクルト本社及び連結子会社からなる企業集団の
当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に
表示しているものと認める。 

 
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。 

以 上 
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会計監査人監査報告 
 
 

独立監査人の監査報告書 
 

平成25年５月７日
 

株式会社 ヤクルト本社 
 

取 締 役 会 御中 
 

有限責任監査法人トーマツ
 

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 鈴 木 泰 司 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 井 出 正 弘 ㊞

 
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ヤクルト本社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第61期事業年度の計算書類、すなわ
ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明
細書について監査を行った。 
 
計算書類等に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正
又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示
するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
 
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書
類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、
当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合
理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求め
ている。 

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入
手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬
による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及
び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは
ないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立
案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を
検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者
によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示
を検討することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。 
 
監査意見 

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥
当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期
間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め
る。 
 
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。 

以 上 
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監査役会監査報告 
 
 

監 査 報 告 書 
 

 当監査役会は、平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第61期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を
作成し、以下のとおり報告いたします。 
 
1. 監査役および監査役会の監査の方法およびその内容 
  監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況および結

果について報告を受けるほか、取締役等および会計監査人からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 

  各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等
に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集および監
査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役および使
用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決
裁書類等を閲覧し、本店および主要な事業所において業務および財産の状況を調査いたし
ました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合す
ることを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものと
して会社法施行規則第100条第１項および第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議
の内容および当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）の状況を監視お
よび検証いたしました。 
なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等および有限責任監査法人トーマツ

から当該内部統制の評価および監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。子会社については、子会社の取締役および監査役等と意思疎通および情報の交換
を図り、定期的に事業の報告を受け、必要に応じて子会社に赴き、業務および財産の状況
を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属
明細書について検討いたしました。 

  さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視
および検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを
確保するための体制」(会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管
理基準｣ (平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその附属明細書並
びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書および
連結注記表）について検討いたしました。 

 
2. 監査の結果 
 (1) 事業報告等の監査結果 

一 事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示
しているものと認めます。 

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事
実は認められません。 

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行について
も、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。 

 (2) 計算書類およびその附属明細書の監査結果 
   会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であると認めます。
 (3) 連結計算書類の監査結果 
   会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であると認めます。
 
  平成25年５月９日 
 

株式会社ヤクルト本社  監 査 役 会 
常勤監査役 阿 部 晃 範 ㊞
常勤監査役 山 上 博 資 ㊞
社外監査役 奥 平 哲 彦 ㊞
社外監査役 角 屋 良 平 ㊞
社外監査役 谷 川 清十郎 ㊞
社外監査役 小 林 節 子 ㊞
監 査 役 吉 田 宏 一 ㊞

 
以 上 
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株主総会参考書類 

 
議案および参考事項 

 議  案 取締役15名選任の件 

 取締役全員（15名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取

締役15名の選任をお願いいたしたいと存じます。 

 取締役候補者は、次のとおりであります。 
 
候
補
者
番
号

氏    名 
〔生 年 月 日〕 

略歴、当社における地位および担当 
所有する 
当 社 の 
株式の数 

重要な兼職の状況

１ 
 
ほり  すみ や 

堀  澄 也 

〔昭和10年４月27日生〕 

昭和35年４月 
 当社入社 
昭和58年４月 
 当社取締役 
平成元年６月 
 当社常務取締役 
平成２年６月 
 当社専務取締役 
平成５年６月 
 当社取締役副社長 
平成８年６月 
 当社代表取締役社長 
平成23年６月 
 当社代表取締役会長CEO 会長執行役
員（現任） 

76,800株 ㈱ヤクルト球

団代表取締役

オーナー 

一般社団法人

全国発酵乳乳

酸菌飲料協会

会長 

２ 
 

ね ぎし たか しげ 

根 岸 孝 成 

〔昭和23年12月２日生〕 

昭和46年４月 
 当社入社 
平成17年６月 
 当社取締役 
平成20年６月 
 当社常務取締役 
平成21年６月 
 当社専務取締役 
平成23年６月 
 当社代表取締役社長COO 社長執行役
員（現任） 

10,800株 なし 

３ 
 
かわ ばた よし ひろ 

川 端 美 博 

〔昭和24年１月５日生〕 

昭和46年４月 
 当社入社 
平成15年６月 
 当社取締役 
平成19年６月 
 当社常務取締役 
平成21年６月 
 当社専務取締役 
平成23年６月 
 当社取締役 副社長執行役員（現任）

10,000株 香港ヤクルト
㈱董事長 
中国ヤクルト
㈱董事長 
広州ヤクルト
㈱董事長 
ヨーロッパヤ
クルト㈱代表
取締役会長 
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候
補
者
番
号 

氏    名 
〔生 年 月 日〕 

略歴、当社における地位および担当 
所有する 
当 社 の 
株式の数 

重要な兼職の状況

４ 
 

か い ち づか 

甲 斐 千 束 

〔昭和23年９月21日生〕 

昭和46年４月 

 当社入社 

平成17年６月 

 当社取締役 

平成20年６月 

 当社常務取締役 

平成21年６月 

 当社専務取締役 

平成23年６月 

 当社取締役 専務執行役員（現任） 

7,400株 ヤクルト薬品

工業㈱代表取

締役社長 

５ 
 

ね ぎし まさ ひろ 

根 岸 正 広 

〔昭和24年11月14日生〕 

昭和47年４月 
 当社入社 
平成17年６月 
 当社取締役 

平成21年６月 

 当社常務取締役 

平成23年６月 

 当社取締役 専務執行役員（現任） 

10,300株 なし 

６ 
 
さか もと しげ よし 

阪 本 重 善 

〔昭和26年２月８日生〕 

昭和52年４月 
 当社入社 
平成19年６月 
 当社取締役 
平成22年６月 

 当社常務取締役 

平成23年６月 

 当社取締役 常務執行役員（現任） 

13,200株 なし 

７ 
 
なり た  ひろし 

成 田  裕 

〔昭和26年10月８日生〕 

昭和49年４月 
 当社入社 
平成19年６月 

 当社取締役 

平成22年６月 

 当社常務取締役 

平成23年６月 

 当社常務執行役員 

平成24年６月 

 当社取締役 常務執行役員（現任） 

5,400株 イギリスヤク

ルト販売㈱代

表取締役 
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候
補
者
番
号 

氏    名 
〔生 年 月 日〕 

略歴、当社における地位および担当 
所有する 
当 社 の 
株式の数 

重要な兼職の状況

８ リチャード ホール 

〔昭和42年（1967年）

９月10日生〕 

平成５年(1993年)７月 

 ダノン インターナショナル ブラ

ンズ ジャパン㈱（現：ダノン

ウォーターズ オブ ジャパン㈱）

入社 

平成13年(2001年)１月 

 ダノン ウォーターズ オブ ジャ

パン㈱代表取締役社長 

平成14年(2002年)11月 

 キリン MC ダノン ウォーターズ㈱

取締役 

平成18年(2006年)10月 

 ヤクルト本社・グループダノン

リエゾンオフィス グループダノン

(現：ダノン）代表（現任） 

平成21年(2009年)６月 

 当社取締役 

平成23年(2011年)９月 

 ダノン ウォーターズ オブ ジャ

パン㈱代表取締役 

平成24年(2012年)６月 

 当社取締役 執行役員（現任） 

平成25年(2013年)２月 

ダノン ウォーターズ オブ ジャ

パン㈱取締役（現任） 

― ダノン ウォー

ターズ オブ

ジャパン㈱取締

役 
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候
補
者
番
号 

氏    名 
〔生 年 月 日〕 

略歴、当社における地位および担当 
所有する 
当 社 の 
株式の数 

重要な兼職の状況

９ 
 
やす だ りゅう じ 

安 田 隆 二 

〔昭和21年４月28日生〕 

 

昭和51年７月 

 モルガン ギャランティ トラスト

カンパニー ニューヨーク（現：JP

モルガン・チェース・アンド・カン

パニー）入社 

平成３年６月 

 マッキンゼー・アンド・カンパニー

ディレクター 

平成８年７月 

 A.T.カーニーアジア総代表 

平成15年６月 

 ㈱ジェイ・ウィル・パートナーズ

取締役会長 

 ㈱大和証券グループ本社社外取締役

(現任） 

平成16年４月 

 一橋大学大学院国際企業戦略研究科

教授（現任） 

平成19年４月 

 ㈱ふくおかフィナンシャルグループ

社外取締役（現任） 

平成19年６月 

 ソニー㈱社外取締役（現任） 

平成21年６月 

 当社取締役（現任） 

平成23年６月 

 ㈱朝日新聞社社外監査役（現任） 

― 一橋大学大学

院国際企業戦

略研究科教授 

㈱大和証券グ

ループ本社社

外取締役 

㈱ふくおかフ

ィナンシャル

グループ社外

取締役 

㈱福岡銀行社

外取締役 

ソニー㈱社外

取締役 

ソニーフィナ

ンシャルホー

ルディングス

㈱取締役 

㈱朝日新聞社

社外監査役 

10 
 
ふく おか まさ ゆき 

福 岡 政 行 

〔昭和20年９月９日生〕 

昭和48年４月 

 明治学院大学法学部非常勤講師 

昭和55年４月 

 駒澤大学法学部助教授 

平成４年４月 

 白鷗大学法学部教授（現任） 

平成９年10月 

 岐阜聖徳学園大学客員教授（現任）

平成14年９月 

 立命館大学客員教授 

平成23年４月 

 東北福祉大学特任教授（現任） 

平成23年６月 

 当社取締役（現任） 

300株 白鷗大学法学

部教授 

東北福祉大学

特任教授 

アシスト(ジャ

パン)の会事務

局長 
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候
補
者
番
号 

氏    名 
〔生 年 月 日〕 

略歴、当社における地位および担当 
所有する 
当 社 の 
株式の数 

重要な兼職の状況

11 クリスチャン ノイ 

〔昭和31年（1956年）

２月６日生〕 

昭和54年(1979年)  

 プロクター アンド ギャンブル社

入社 

昭和57年(1982年)  

 フェレロ社入社 

昭和61年(1986年)７月 

 グループ ダノン エス・エー

(現：ダノン エス・エー）入社 

平成19年(2007年)11月 

 グループ ダノン エス・エー

執行役員会メンバー 

平成23年(2011年)２月 

 ダノン エス・エー戦略アドバイザー

(現任） 

平成23年(2011年)４月 

 アルク・インターナショナル・グループ

戦略評議会メンバー（現任） 

平成23年(2011年)６月 

 当社取締役（現任） 

― ダノン エス・

エー戦略アドバ

イザー 

アルク・イン

ターナショナ

ル・グループ

戦略評議会メ

ンバー 

12 ベルトランド オースレイ 

〔昭和48年（1973年）
９月15日生〕 

平成10年(1998年)１月 

 テスラー アンド アソシエ法律

事務所入所 

平成13年(2001年)１月 

 ダノン・フランス社法務部門長 

平成15年(2003年)９月 

 ダノン・アジアパシフィック社アジ

ア太平洋地域法務担当責任者 

平成20年(2008年)１月 

 グループ ダノン エス・エー

(現：ダノン エス・エー）国際関

連業務等法務担当責任者 

平成22年(2010年)５月 

 ダノン エス・エー法務担当責任者

(現任） 

平成23年(2011年)６月 

 当社取締役（現任） 

― ダノン エス・

エー法務担当責

任者 
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候
補
者
番
号 

氏    名 
〔生 年 月 日〕 

略歴、当社における地位および担当 
所有する 
当 社 の 
株式の数 

重要な兼職の状況

13 
 
おお ぜき やす お 

大 関 康 男 

〔昭和18年11月18日生〕 

 

昭和40年７月 

 常陸ヤクルト販売㈱（現：水戸ヤク

ルト販売㈱）入社 

昭和56年５月 

 水戸ヤクルト販売㈱取締役 

平成12年５月 

 水戸ヤクルト販売㈱代表取締役社長

平成22年５月 

 水戸ヤクルト販売㈱代表取締役会長

(現任） 

平成24年６月 

 当社取締役（現任） 

1,500株 水戸ヤクルト

販売㈱代表取

締役会長 

14 
 
やま もと こう そう 

山 本 公 総 

〔昭和19年７月15日生〕 

 

昭和50年７月 

 山口県東部ヤクルト販売㈱入社 

昭和51年５月 

 山口県東部ヤクルト販売㈱常務取締役

平成６年５月 

 山口県東部ヤクルト販売㈱代表取締役

社長（現任） 

平成24年６月 

 当社取締役（現任） 

1,900株 山口県東部ヤ

クルト販売㈱

代表取締役社

長 

15 
 
まつ ぞの たか し 

松 園 直 史 

〔昭和33年８月19日生〕 

 

昭和61年７月 

 札幌ヤクルト㈱（現：札幌ヤクルト

販売㈱）入社 

昭和62年６月 

 札幌ヤクルト㈱取締役 

昭和63年４月 

 札幌ヤクルト㈱代表取締役 

平成４年２月 

 札幌ヤクルト販売㈱代表取締役社長

(現任） 

平成24年６月 

 当社取締役（現任） 

100,036株 札幌ヤクルト

販売㈱代表取

締役社長 

  
(注) 1. 候補者番号№９安田隆二、№10福岡政行、№11クリスチャン ノイおよび№12

ベルトランド オースレイの４氏は、社外取締役候補者であります。 

2.  候補者番号№９安田隆二氏を社外取締役候補者とした理由については、大学教授を

はじめ、コンサルタント、企業経営等の幅広い経歴を通じて培われた企業戦略に関

する専門的な知見に基づき、当社の経営全般に対して提言をいただくことで、経営

体制のさらなる強化・充実が期待できると判断したことによるものであります。 

3. 候補者番号№10福岡政行氏を社外取締役候補者とした理由については、政治学研究

を専門とする大学教授としての知見および経験に基づき、当社経営陣に対して客観

的な視点で意見をいただくことで、経営体制のさらなる強化・充実が期待できると

判断したことによるものであります。同氏は、社外役員になること以外の方法で会

社経営に直接関与したことはありませんが、上記の理由により、当社の社外取締役

としての職務を適切に遂行することができると判断しております。 

4.  候補者番号№11クリスチャン ノイおよび№12ベルトランド オースレイの両氏を



― 52 ― 

社外取締役候補者とした理由については、両氏が有する海外における豊富な経営経

験に基づき、大所高所から経営全般に的確な助言をいただくことで、経営体制のさ

らなる強化・充実が期待できると判断したことによるものであります。 

5.  候補者番号№９安田隆二、№10福岡政行、№11クリスチャン ノイおよび№12

ベルトランド オースレイの４氏は、現在、当社の社外取締役であり、それぞれ当

社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって安田隆二氏が４年、

福岡政行、クリスチャン ノイおよびベルトランド オースレイの３氏が各２年で

あります。 

6. 当社は現在、すべての社外取締役との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、

同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。本議案に

おいて、候補者番号№９安田隆二、№10福岡政行、№11クリスチャン ノイおよび

№12ベルトランド オースレイの４氏の選任が承認された場合は、引き続き当該責

任限定契約を継続する予定であります。 

なお、責任限定契約の内容の概要は次のとおりであります。 

・ 社外取締役は、その任務を怠ったことにより当社に損害を与えた場合において、

その職務を行うにあたり、善意でかつ重大な過失がないときは、会社法第425条

第１項に定める最低責任限度額を限度として、損害賠償責任を負うものとする。 

7.  取締役候補者の重要な兼職先と当社との取引関係は、次のとおりであります（当社

の100％子会社を除く)。 

・ 候補者番号№１堀澄也氏が代表者を務める㈱ヤクルト球団と当社との間には、球

場における広告や土地建物の賃貸借等の取引関係があります。 

・ 候補者番号№３川端美博氏が代表者を務める香港ヤクルト㈱および広州ヤクル

ト㈱と当社との間には、他のヤクルト海外事業所と同一基準による生産資機材等

の取引関係があります。 

・ 候補者番号№13大関康男、№14山本公総および№15松園直史の３氏が代表者を務

めるヤクルト販売会社と当社との間には、他のヤクルト販売会社と同一基準によ

る商品販売等の取引関係があります。 

8. 候補者番号No.８リチャード ホール、№11クリスチャン ノイおよび№12ベルトランド 

オースレイの３氏は、ダノンおよびそのグループ会社の複数の会社の役員を兼任し

ておりますが、その中には当社と競業関係にある会社があります。 

9.  候補者番号№１～№15（いずれも現任取締役）の各氏の「当社における担当」は、

添付書類「事業報告」内14ページ「3.会社役員に関する事項 (1)取締役および監査

役の状況」に記載のとおりであります。 

10.  取締役候補者の「所有する当社の株式の数」には、持株会における持分を含んでお

ります。 

 

以 上 



― 53 ― 

メ モ 欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 54 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



株主総会会場ご案内図 

 
グランドプリンスホテル新高輪「飛天｣ 

〒108-8612 東京都港区高輪３丁目13番１号 

TEL 03-3442-1111 
 

 

 
※ 新幹線・JR・京浜急行 品川駅（高輪口・西口）から徒歩約８分 
※ 都営地下鉄浅草線高輪台駅から徒歩約３分 
※ 当日は駐車場（有料）の混雑が予想されますので、お車でのご来場はご遠慮

願います。 




